
「
特
攻
攻
撃
」
と
日
本
海
軍
に
つ
き
思
ふ
（
下
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

令
和
二
年
九
月 

加
藤 

淳
平 

（
承
前
）
今
試
み
に
、（
上
）
の
特
攻
隊
員
、
同
隊
長
及
び
福
留
、
大
西
の
海
軍
軍
人
が
、
大
東
亞
戰
争

中
の
母
國
へ
の
貢
獻
を
、
戰
力
の
觀
點
よ
り
、
評
價
し
て
見
む
。
操
縦
技
術
未
熟
に
し
て
、
「
無
駄
死
に
」

せ
る
少
年
航
空
兵
等
と
て
、
母
國
へ
の
貢
獻
、
零
な
り
し
に
は
非
ず
。
些
少
な
れ
ど
も
貢
獻
あ
り
と
、
評
價

し
得
べ
し
。
さ
れ
ど
特
攻
隊
長
の
、
自
機
を
見
事
に
、
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
甲
板
に
命
中
せ
し
め
た
る
は
、

少
年
航
空
兵
等
を
、
遥
か
に
上
廻
る
評
價
と
な
ら
む
。 

さ
り
と
て
少
年
航
空
兵
等
も
、
十
分
な
る
訓
練
を
施
さ
ば
、
時
に
、
隊
長
に
匹
敵
せ
る
戰
力
に
達
す
る
も
、

可
能
な
り
け
む
。
ま
た
特
攻
隊
長
の
、
操
縦
技
倆
な
ら
ば
、
唯
一
度
の
特
攻
攻
撃
に
て
、
之
を
消
耗
せ
ず
、

（
上
）
に
述
べ
た
る
如
く
、
實
戰
に
あ
り
て
は
、
特
攻
攻
撃
な
ら
で
通
常
の
攻
撃
に
、
反
復
參
戰
せ
し
む
る

か
、
或
い
は
少
年
航
空
兵
等
が
、
教
育
と
訓
練
に
從
事
せ
し
む
る
か
、
何
れ
か
に
よ
り
、
更
に
多
く
の
貢
獻

を
、
爲
し
得
た
る
に
非
ず
や
。 

大
西
瀧
治
郎
の
、
特
攻
作
戰
を
開
始
し
た
る
は
、
レ
イ
テ
戰
、
當
時
日
本
が
最
終
戰
な
り
と
、
意
識
せ
ら

れ
、
何
ら
か
の
戰
果
を
擧
げ
得
れ
ば
、
そ
の
機
に
政
府
は
、
米
國
と
、
和
平
交
渉
を
進
む
る
意
向
な
り
し
か

ば
、
大
西
が
決
斷
、
理
無
き
に
非
ず
。
練
度
低
き
少
年
航
空
兵
な
れ
ど
も
、
之
を
初
め
て
特
攻
に
使
ひ
、
米

軍
に
、
多
大
の
損
害
を
與
へ
得
た
れ
ば
、
初
期
の
特
攻
作
戰
、
軍
事
戰
略
的
に
も
、
正
當
化
せ
ら
れ
む
。
ま

た
大
西
、
日
本
敗
戰
時
に
、
自
ら
に
最
大
の
苦
痛
を
與
へ
、
自
決
せ
る
は
、
己
が
生
命
も
て
、
自
ら
の
決
斷

の
責
任
を
取
り
た
る
に
て
、
さ
す
が
武
人
の
行
動
な
り
と
、
人
を
感
銘
せ
し
む
。 

さ
れ
ど
大
西
の
行
動
、
瑕
疵
無
き
に
非
ず
。
一
は
、
最
初
の
特
攻
攻
撃
の
隊
長
に
、
關
行
男
な
る
練
達
の

航
空
士
官
を
任
命
し
、
渠
に
も
特
攻
死
を
強
ひ
た
る
こ
と
。
關
は
出
撃
前
、
一
從
軍
記
者
に
對
し
、
自
分
の

如
き
、
通
常
攻
撃
に
於
て
、
多
大
の
戰
果
を
擧
げ
得
る
者
を
、
特
攻
攻
撃
に
て
、
消
耗
す
る
は
愚
策
な
り
と
、

述
懷
せ
り
と
傳
ふ
。
二
は
、
大
西
一
人
の
責
任
に
は
非
ざ
れ
ど
、
レ
イ
テ
戰
の
敗
北
後
も
、
十
年
一
日
の
ご

と
く
、
特
攻
攻
撃
を
續
け
た
る
こ
と
。
之
に
よ
り
米
軍
、
即
應
態
勢
を
完
成
せ
し
め
た
る
は
上
述
せ
り
。 

斯
か
る
瑕
疵
あ
れ
ど
、
大
西
の
特
攻
作
戰
を
構
想
し
、
實
行
し
て
、
敗
戰
と
と
も
に
責
任
を
取
り
た
る
こ

と
、
全
體
を
評
價
せ
ば
、
相
當
大
な
る
評
價
を
、
爲
し
得
る
に
非
ず
や
。 

然
ら
ば
福
留
繁
は
如
何
。
捕
虜
に
な
り
て
、
機
密
書
類
を
喪
ひ
、
米
軍
に
入
手
せ
ら
れ
た
る
可
能
性
を
、



一
切
隠
匿
、
若
し
く
は
否
定
し
、
米
軍
の
、
自
分
が
日
本
海
軍
の
將
官
な
る
を
、
知
り
た
る
が
故
に
、
假
の

將
官
が
名
を
名
乗
り
た
る
も
、
解
放
後
米
側
は
自
分
を
、
軍
屬
と
思
ひ
居
れ
り
等
、
虚
僞
の
報
告
を
爲
し
つ
。

ま
た
解
放
後
、
司
令
官
職
に
任
ぜ
ら
れ
、「
臺
灣
沖
航
空
戰
」
を
指
揮
し
て
、
誇
大
な
る
戰
果
を
大
本
營
に

報
告
せ
る
の
み
か
、
大
本
營
を
し
て
、報
告
通
り
發
表
せ
し
め
た
り
。こ
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
作
戰
の
各
戰
闘
を
、

全
て
敗
北
せ
し
め
、
政
府
と
軍
首
腦
部
に
、
矜
持
を
失
ふ
こ
と
な
く
、
米
軍
に
、
和
平
を
申
入
る
る
機
を
、

得
ざ
ら
し
め
た
る
、
敍
上
の
福
留
が
行
動
の
、 

結
果
な
ら
ず
や
。
斯
く
、
和
平
を
申
入
る
る
機
を
得
ず
し
て
、
ず
る
ず
る
と
戰
爭
を
繼
續
し
、
數
多
の
陸

海
軍
將
兵
の
み
か
、
一
般
國
民
多
數
ま
で
、
死
に
至
ら
し
め
た
る
責
任
の
、
少
く
も
一
部
を
、
福
留
が
負
ふ

は
、
當
然
の
こ
と
な
ら
ず
や
。 

さ
れ
ば
福
留
が
評
價
、
負
の
評
價
、
即
ち
敵
が
利
、
我
が
害
を
圖
れ
る
も
の
と
、
な
ら
ざ
る
を
得
ざ
ら
む
。

そ
れ
も
些
少
な
ら
ず
。
相
當
大
な
る
負
の
評
價
に
及
ぶ
べ
し
。 

惟
ふ
に
、
彼
の
大
戰
爭
、
國
運
を
賭
け
、
國
の
全
力
を
盡
せ
る
戰
爭
な
れ
ば
、
日
本
の
將
兵
も
國
民
も
、

大
多
數
が
分
に
應
じ
て
、
各
自
寄
與
せ
る
に
非
ず
や
。
さ
れ
ど
寄
與
の
大
い
さ
、
人
に
よ
り
異
な
れ
り
。
特

に
高
級
軍
人
が
中
に
は
、
上
の
福
留
海
軍
中
將
の
如
く
、
國
の
戰
爭
努
力
に
、
寄
與
せ
り
と
思
ひ
得
ず
、
寧

ろ
敵
を
利
し
た
る
に
非
ず
や
と
、
疑
は
る
る
者
尠
か
ら
ず
。 

海
軍
に
、
福
留
の
如
き
者
あ
れ
ど
、
陸
軍
に
は
、
巷
間
、「
陸
の
三
馬
鹿
」
な
る
言
ひ
方
あ
り
て
、
寺
内

壽
一
、
木
村
兵
太
郎
、
富
永
恭
次
、
牟
田
口
廉
也
の
う
ち
三
人
、
東
京
裁
判
に
て
、
死
刑
と
な
り
し
故
に 

木
村
を
除
く
者
多
し
。 

何
れ
も
傲
慢
に
し
て
、
怯
懦
な
る
軍
人
な
れ
ど
、
軍
の
要
職
を
占
め
、
敵
が
利
、
我
が
害
を
圖
り
て
、
恥

を
中
外
に
曝
せ
り
。 

我
ら
が
日
本
、
敗
戰
と
ふ
未
曾
有
の
大
災
厄
の
ど
ん
底
よ
り
、
這
ひ
上
り
、
再
出
發
せ
る
な
れ
ば
、
本
來

何
故
に
、
敗
戰
に
至
り
し
や
の
原
因
の
、
詳
細
を
究
め
ざ
る
よ
り
は
、
大
災
厄
の
再
來
を
防
遏
す
る
こ
と
難

く
、
敗
戰
に
關
與
せ
る
指
導
者
が
責
任
を
、
嚴
し
く
吟
味
せ
ざ
る
よ
り
は
、
健
全
な
る
再
出
發
を
、
爲
し
得

ざ
る
に
非
ず
や
。 

さ
れ
ど
敗
戰
後
の
日
本
、
敗
戰
に
至
り
し
原
因
の
究
明
も
、
指
導
者
が
責
任
も
、
戰
勝
國
に
、
判
斷
を
委

ね
た
る
の
み
に
て
、
國
と
し
て
、
國
民
と
し
て
の
判
斷
を
、
爲
し
た
る
こ
と
無
く
了
り
ぬ
。
戰
勝
國
が
判
斷
、

恣
意
的
に
し
て
不
公
正
な
り
せ
ば
、
日
本
人
の
多
く
、
之
に
反
撥
し
、
敗
戰
原
因
と
、
指
導
者
が
責
任
の
究

明
自
體
に
、
反
感
を
抱
き
た
る
に
非
ず
や
。
さ
れ
ば
戰
後
の
日
本
、
終
に
、
自
國
の
誤
り
と
、
如
何
な
る
人



が
、
誤
り
を
冒
せ
る
や
を
究
明
せ
ず
、
歴
史
に
學
ぶ
こ
と
無
か
り
せ
ば
、
今
も
戰
中
と
同
樣
の
誤
り
を
、
冒

す
虞
れ
大
な
る
べ
し
。 

戰
後
の
日
本
人
が
思
考
に
據
ら
ば
、
人
は
皆
平
等
に
し
て
、
人
一
人
一
人
の
違
ひ
は
、
さ
し
て
多
か
ら 

ず
と
す
。 

さ
れ
ど
そ
は
、
偏
向
的
思
考
な
ら
ず
や
。
戰
時
の
行
動
、
事
績
を
つ
ぶ
さ
に
見
れ
ば
、
上
の
自
ら
を
犠
牲
に

せ
る
特
攻
隊
員
と
福
留
、
イ
ン
パ
ー
ル
作
戰
の
死
闘
を
戰
ひ
て
敗
れ
、「
白
骨
街
道
」
に
命
を
落
と
し
た
る

兵
士
と
、
避
暑
地
メ
イ
ミ
ョ
ー
に
連
日
酒
と
女
の
日
々
を
送
り
、
敵
の
迫
る
や
逸
早
く
逃
亡
せ
る
木
村
、
牟

田
口
が
如
き
輩
と
、
果
し
て
違
ひ
多
か
ら
ず
と
、
言
ひ
つ
べ
き
や
。 

各
人
が
違
ひ
、
戰
時
に
あ
り
て
は
歴
然
た
り
き
。
さ
れ
ど
現
在
の
日
本
の
如
き
、
平
時
に
あ
り
て
も
、
我

ら
と
て
、
例
へ
ば
政
治
家
が
、個
々
の
資
質
と
行
動
の
違
ひ
の
、
國
と
國
民
に
及
ぼ
す
べ
き
影
響
の
違
ひ
を
、

仔
細
に
評
價
す
る
必
要
あ
ら
む
。 

（
福
留
中
將
が
行
動
、
吉
村
昭
氏
が
『
海
軍
乙
事
件
』
に
從
ふ
。
小
説
家
が
記
述
に
過
ぎ
ず
と
思
ふ
者
あ

ら
む
も
、
吉
村
氏
の
世
に
出
で
ず
し
て
、
學
習
院
文
藝
部
に
て
、
文
筆
修
行
せ
る
頃
、
同
文
藝
部
に
、
我

が
友
人
あ
れ
ば
、
吉
村
氏
の
取
材
に
、
如
何
に
嚴
正
な
り
し
か
を
知
れ
り
。
さ
れ
ば
我
、
同
氏
が
記
述
の 

嚴
正
な
る
事
實
な
る
を
疑
は
ず
。） 

（
令
和
二
年
八
月
二
十
五
日
受
附
） 

 


